
高 松 市 認 可 外 保 育 施 設 入 所 第 ２ 子 等 保 育 料 助 成 金  

交 付 の お 知 ら せ 【 令 和 ８ 年 上 半 期 用 】                                  

 

１  助成対象者（次のすべてに当てはまる方）  

●高松市の市税を滞納していない方  

 申請書の受付後、市税の納付状況を確認します。納付期限を過ぎた未納分が一部でも残って

いると対象外となりますので、事前に御確認ください。  

●対象児童を養育している保護者の方  

 

２  対象児童となる子ども（次のすべてに当てはまる児童）  

（１）  高松市に住民登録があること  

（２）  0歳から満３歳になる日以降の最初の３月３１日までの間にあること 

（３）  高松市内の認可外保育施設や企業主導型保育施設に通っていること  

（４）  保護者が「就労」や「疾病」などの理由で、家庭で保育できない状態にあること  

（５）  次のいずれかにあてはまること  

●第２子の場合【事例（１）】  

       同一世帯に、保育所や幼稚園、認定こども園、認可外保育施設を同時に利用している「兄・

姉（小学校就学前）」が１人いる第２子  

●第３子以降の場合【事例（2）】  

同一世帯で３人以上の子ども（１８歳年度末まで）を養育し、出生順位が第３子以降の児童 

     ※  進学などで兄弟姉妹が市外に住んでいても、生計が同じであれば人数に含めます。  
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３ 助成金の額  

助成金の基準額（月額）  

対象児童  
（※３）  

兄又は姉の状況  

認可外保育施設  
を利用  

（企業主導型保育施設

を除く）  

企業主導型保育施設
を利用  

第２子  

第１子  
３歳から５歳児で  
保育施設等を利用  

１５，０００円  １８，５５０円  

第１子  
０歳から２歳児で  
保育施設等を利用  

（※４）  

３０，０００円  ３７，１００円  

第３子以降  
同一世帯で、１８歳以下の
兄又は姉が２人以上いる  

３０，０００円  ３７，１００円  

 

※１ 基準額が実際の保育料（※２）を上回るときは、「実際の保育料の金額が助成額」  

となります。  

※２ 対象となる「保育料」とは？  

助成の対象となるのは、施設の利用に対して毎月支払う「基本の月額保育料（又は  

一時預かり事業（準ずるものを含む）の利用料）」です。  

◆次の「実費として別途払う費用」は対象外です。（自己負担）  

●日用品や文房具などの購入代金  

●保育に係る行事への参加費  

●給食やおやつの食事代  

●通園バスなどの送迎費  

 

※３ 対象児童が、無償化の対象となっている場合は、この助成金の交付の対象外です。  

 

※４  第１子が、助成対象期間の途中で、３歳のお誕生日を迎えて幼稚園に通った場合は、そ

の翌月から助成金の基準額が半額になります。 

 

４  申請対象期間  

令和８年４月１日～令和８年９月３０日（令和８年度上半期分）  

 

５  申請期限  

令和８年１０月１日（木）～１０月３１日（土）  

期限をすぎると、助成金の申請はできません。 

 

６ 助成金の交付時期  

  内容を審査の上、助成金の交付を決定したときは次の時期に交付予定です。  

令和８年１２月中旬頃（交付決定通知は、１２月上旬に登録メールアドレスに送付予定です。）  



７  手続きの流れ  

期限内に、専用フォームから申請してください。  
 

【STEP 1】必要書類を準備し、データ化します。（鮮明な画像が必要です。）  

保護者やお子さんの状況に合わせて、次の書類を準備します。  

①   保育を必要とする事由を証明する書類（保護者全員分）  

お仕事や疾病など、家庭で保育できない理由を証明する書類  

（別表1を必ず御確認ください）。  

②   戸籍謄本（該当者のみ）  

※  対象のお子さん以外のお子さんが高松市外に住んでいる場合のみ必要です。  

③   在籍証明書（対象児童が第２子で上の子（兄・姉）が次の施設に通っている場合のみ）  

認可外保育施設（企業主導型含む）  

幼稚園（マリア幼稚園、栗林幼稚園、香川大学教育学部附属幼稚園高松園舎）  

特別支援学校幼稚部、特例保育、児童発達支援、医療型児童発達支援、居宅訪問型  

児童発達支援、児童心理治療施設  

 

④  銀行口座（申請者と口座名義は必ず同一人物にしてください。）  

 

【STEP 2】申請する  

準備した書類を揃え、次に記載の二次元コード又はURLからアクセスしてください。  

※ 期限厳守  

   【二次元コード】 

          

 

 

【URL】https://logoform.jp/form/dV7M/1373547 

 

８  留意事項  

（１）  対象児童が２人以上いる場合は、それぞれの児童で申請してください。  

（２）  申請後、完了メールが届いていることを御確認ください。メールが届いていない場合、申請

が完了していない可能性があります。  

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先  

〒７６０－８５７１  

高松市番町一丁目８番１５号  

高松市  こども保育教育課 監査給付係  

担当：嶋谷  鳥取  

Tel：８３９－２３５８  



別 表 １  

 

保育を必要と  

している事由  
条件・提出書類  

（１）  就労（自営業・

内職を含む。）   

●保護者１人あたり：「月６４時間以上の就労」  

 

【複数のお仕事を掛け持ちしている方】  

 １つの勤務先で月６４時間に満たない場合でも、複数の勤務先での

時間を合計して月６４時間以上になれば対象となります。  

※ すべての勤務先の「就労証明書」が必要です。  

 

◆就労している保護者全員：「就労証明書」  

※ 就労証明書の就労実績欄について  

雇用契約上に就労時間の定めがない場合のみ、就労実績（実際に

働いた時間、日数）を記載してください。  

※ 給料の締め日基準ではなく、「月初から月末まで」の実績を記入 

してください。  

◆自営業の場合：「就労証明書」+「自営業が確認できる書類」  

営業許可証、請負契約書、取引の相手方が作成した納品書等の添付  

が必要です。  

ただし、株式会社等の法人で、代表者が「子どもの父母又は祖父

母」の場合は添付不要です。  

※ 育児休業中は対象外です。  

育児休業から復帰される場合は、「復帰後の就労時間が月６４時

間以上を満たした月」から対象となります。  

 

（２）妊娠・出産  

妊娠中、又は出産後で間

もないため、子どもの保育

ができない場合。  

出産予定日が属する月の２か月前から  

出産後８週間を経過する日の翌日が属する月の月末まで。  

※ 育児休業中は対象外です。  

 

◆「妊娠・出産申立書」（各種申立書内）  

※ 母子健康手帳の表紙及び出産予定日の分かる面の写しを添付して

ください。  

 

（３）疾病・障がい  

疾病や負傷、又は精神若

しくは身体に障がいを有し

ているため、子どもの保育

ができない場合。  

◆「傷病・障がい等申立書」（各種申立書内） 

※ 証明書の写しを添付してください。  

 （疾病の場合）  

・診断書（治療期間が記載されているもの）  

 （障がい等がある場合）  

・障害者手帳 ・療育手帳  

 



（５）災害復旧  

火災、風水害、地震その

他災害により、家屋を失っ

たり、破損したりしたた

め、その復旧の間、子ども

の保育ができない場合。  

 

◆被災証明書等  

（６）求職活動  

求職活動（起業準備を含

む。）を行っているため、

子どもの保育ができない場

合。  

求職活動を理由に申請する場合の注意点  

上半期・下半期それぞれ最長３か月分までが助成の対象となります。  

 

◆「求職活動申立書」  

※ 活動した内容を具体的に記入してください。  

※ 活動記録の記入がない月は対象となりません。  

 

（７）就学  

就学（職業訓練校等にお

ける職業訓練を含む。）の

ため、子どもの保育ができ

ない場合。  

  

保護者１人当たりの就学時間：月６４時間以上  

 

◆「就学・技能習得等申立書」（各種申立書内）  

※ 在籍証明書及びカリキュラム等の就学時間を確認できる書類の写

しを添付してください。 

 

（８）虐待・ＤＶ  

児童虐待を行っている又

は再び行われるおそれがあ

ると認められる場合や、配

偶者からの暴力により、子

どもの保育ができない場

合。  

  

◆公的機関が発行する事実を証明できる書類  

   申請対象期間（4月～９月）に「保育を必要とする理由（就労・疾病など）」が変わった場合、  

 それぞれの期間に応じた証明書が必要になります。  

 よくある例  

「求職活動（3か月）」から「就労（3か月）」に変わった場合  

⇒ 「求職活動の証明書」 ＋ 新しい就労先の「就労証明書」の両方が必要です。  

保育を必要と  

している事由  
条件・提出書類  

（４）介護・看護  

同居又は長期間入院等を

している親族を、常時介護

又は看護するため、子ども

の保育ができない場合。  

保護者１人当たりの介護（看護）時間：月平均６４時間以上  

 

◆「介護（看護）申立書」（各種申立書内）  

※ 証明書の写しを添付してください。  

・診断書   ・介護保険被保険者証  

・障害者手帳  

・療育手帳   

 


